
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

横手市議会だより
82NO． 令和７年２月１日号

12月定例会

「狐」　雄物川高等学校３年　長
なが

塚
つか

　晴
はる

菜
な

 さん
きつね

　私は、狐を描くことが好きです。９本
のバラには、「いつもあなたのことを想っ
ています。」という意味を込めています。
また、人間の感情を５色で表して狐と重
ね、狐の目線は一匹一匹違う誰かを想っ
ている様子を表現しました。

作品のこだわりポイント！

定例会ピックアップ…………………………………２
委員会審査報告………………………………………４
一般質問………………………………………………７
ぎかいトピックス……………………………………13

主な内容
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定例会ピックアップ

　
議
案
第
１
１
２
号
は
、
増
田
ま
ん
が
美

術
館
の
設
置
条
例
の
う
ち
、「
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
を
「
特
別
展
示
室
大
」

に
改
め
、
一
般
へ
の
貸
出
を
廃
止
す
る
な

ど
の
条
例
改
正
案
で
し
た
。

　
本
会
議
最
終
日
、反
対
討
論
が
行
わ
れ
、

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
な
し
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
１
２
号
は
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
に
お
い
て
も
審
議
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
陳
情
６
第
15
号
・
第
16
号
・
第
17
号
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、国
に
意
見
書
提

出
を
求
め
る
議
会
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
案
第
６
号

は
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
案
第
７
号
は
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
案
第
８
号
は
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
は
11
月
25
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
し
た
案
件
の
中
か
ら
、
特
に
注
目
す
る
内
容

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

条
例
改
正
案
１
件
は
否
決

本
会
議
で
採
択
さ
れ
た
陳
情
３
件
を

意
見
書
と
し
て
国
に
提
出
へ

議
案
第
１
１
２
号
　
横
手
市
増
田

ま
ん
が
美
術
館
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
会
案
第
７
号
　「
小
・
中
学
校

給
食
費
の
無
償
化
」
を
国
の
制
度

と
し
て
実
施
を
求
め
る
意
見
書

議
会
案
第
８
号
「
18
歳
ま
で
の
医

療
費
窓
口
負
担
の
無
料
化
」
を
国

の
制
度
と
し
て
実
施
を
求
め
る
意

見
書

議
会
案
第
６
号
　
介
護
保
険
制
度

の
抜
本
改
善
、
介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　
加
藤
勝
義
議
員
よ
り
、「
増

田
ま
ん
が
美
術
館
事
業
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
に
一
般
へ
の
貸
出
を

行
う
と
し
た
約
束
が
守
ら
れ
て
い
な

い
。
本
議
案
を
提
出
す
る
と
同
時
に
、

元
々
の
使
用
団
体
に
は
代
替
会
場
を
紹

介
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
、
反
対
す

る
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

横手市増田まんが美術館
コンベンションホール

　
令
和
６
年
10
月
現
在
、
秋
田
県
で
は

小
・
中
学
校
給
食
費
完
全
無
償
化
は
２

市
４
町
３
村（
36
％
）、費
用
の
一
部（
半

額
）
無
償
化
し
て
い
る
自
治
体
は
３
町

（
12
％
）
で
、
完
全
と
一
部
無
償
化
の

合
計
で
は
12
市
町
村
（
48
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
横
手
市
で
は
、
令
和
６
年
度
93
食
目

以
降
か
ら
、
少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る

取
組
と
し
て
、
多
子
世
帯
の
子
育
て
に

対
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
市
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
学
校

給
食
の
提
供
を
受
け
て
い
る
、
市
内
に

居
住
す
る
第
３
子
以
降
の
児
童
・
生
徒

の
給
食
費
を
無
償
と
し
て
い
ま
す
。

〜
県
内
の
給
食
費
無
償
化
の
状
況
〜

解
説

　
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
方
の
う
ち
、
乳
幼
児
か

ら
高
校
生
等
ま
で
を

対
象
と
し
て
医
療
費

を
助
成
す
る
、
福
祉

医
療
費
制
度
・
い
わ

ゆ
る
「
マ
ル
福
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

〜
横
手
市
に
お
け
る
医
療
費
の

窓
口
負
担
に
つ
い
て
〜

解
説

議
案
や
意
見
書
の
全
文
は

こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

討 

論
反対
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議案と審議結果
・全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。
○：賛成　●：反対　　※小野正伸議長は採決に加わりません。

 

案 

件 

名

会
派
・
議
員
名

議案
第109号

議案
第112号

陳情６
第12号

陳情６
第16号

陳情６
第17号

議会案
第７号

議会案
第８号

横
手
市
特
別
用
途
地
区
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例

横
手
市
増
田
ま
ん
が
美
術
館
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施
設
へ
の
支
援
を

拡
充
し
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や
人

員
増
の
た
め
国
に
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

「
小
・
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
を
国
の
制

度
と
し
て
実
施
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
無
料
化
」

を
国
の
制
度
と
し
て
実
施
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
陳
情

「
小
・
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
を
国
の
制

度
と
し
て
実
施
を
求
め
る
意
見
書

「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
無
料
化
」

を
国
の
制
度
と
し
て
実
施
を
求
め
る
意
見
書

議　決　結　果 原案
可決 否決 不採択 採択 採択 原案

可決
原案
可決

表決数 賛　成 22 0 9 20 23 22 23
反　対 2 24 15 4 1 2 1

市 民 の 会

宮川　拓也 ○ ● ○ ○ ● ○ ●
福田　　誠 ○ ● ● ● ○ ○ ○
大日向香輝 ○ ● ● ○ ○ ○ ○
菅原　正志 ○ ● ● ● ○ ● ○
齋藤　光司 ○ ● ● ● ○ ○ ○
菅原　惠悦 ○ ● ● ○ ○ ○ ○

さ き が け

青山　　豊 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
佐藤　誠洋 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
寿松木　孝 ○ ● ● ○ ○ ○ ○
播磨　博一 ○ ● ● ○ ○ ○ ○
塩田　　勉 ○ ● ● ○ ○ ○ ○

新 政 会

髙橋　聖悟 ○ ● ○ ● ○ ● ○
柴田　　忍 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
佐藤　忠久 ○ ● ● ○ ○ ○ ○
小野　正伸 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
髙橋　和樹 ○ ● ● ○ ○ ○ ○

創 成 の 会
林　　一輝 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
本間　利博 ○ ● ● ○ ○ ○ ○
加藤　勝義 ● ● ● ○ ○ ○ ○

日本共産党 鈴木　勝雄 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
立身万千子 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党 土田百合子 ○ ● ● ○ ○ ○ ○
井上　忠征 ○ ● ● ○ ○ ○ ○

新 風 の 会 木村　清貴 ● ● ● ○ ○ ○ ○
実 横 会 加藤　雄太 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議案

本会議の様子は、
横手市議会ホームページから
ご確認いただけます。

■令和６年度横手市一般会計補正
　予算（第８号）（議案第126号）
　灯油価格高騰による低所得者
世帯等の負担を軽減するため、
灯油購入費の一部助成に必要と
なる予算や、７月の豪雨災害で
被害を受けた農地・農業用施設、
林道施設、道路、橋りょうなど
の災害復旧を行うために必要と
なる予算などについて審議し、
採決の結果、起立全員により可
決されました。

陳情の審査結果

◆陳情６第10号 学校給食の米飯委
託料金改定等に関する陳情書

　（株式会社さそう
代表取締役 佐藤 雅史 氏　他２名）

◆陳情６第15号「介護保険制度の
抜本改善、介護従事者の処遇改善
を求める」国への意見書提出を求
める陳情書

◆陳情６第16号「小・中学校給食
費の無償化」を国の制度として実
施を求める意見書提出の陳情

◆陳情６第17号「18歳までの医療
費窓口負担の無料化」を国の制度
として実施を求める意見書提出の
陳情

　（第15～17号 秋田県社会保障推進協議会
 会長 佐藤 幸美 氏）

採　択

◆陳情６第12号 政府の責任で医療・
　介護施設への支援を拡充しすべて
のケア労働者の賃上げや人員増の
ため国に意見書提出を求める陳情

　（秋田県医療労働組合連合会
執行委員長 奥井 明子 氏）

不採択

11月臨時会の概要
　９月定例会において、市職員の相次ぐ事務ミスや不祥事を受
け、市長、副市長、教育長の給料を10分の１、一カ月分減額
する条例改正案が当局から提出されましたが、処分案の再提出
を促す反対討論もあり、賛成少数で否決されています。
　これを受けて、11月臨時会では市長の給料を10分の１、三カ
月分減額する条例改正案が提出され、賛成多数で可決しました。
　なお、副市長、教育長については、条例改正案に盛り込まず、
給料を10分の１、一カ月分自主返納する旨の説明がありました。



あなたと市議会 第82号 2025.2.1

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

問 

新
設
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
開
設
場
所
と
配
置
の
人
数
は
何
人

か
。
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
多
く
の
方
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
が
見
え

て
き
た
。
調
査
結
果
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
予
算
か
。

答 
令
和
７
年
４
月
に
Ｙ２
ぷ
ら
ざ
１
階
に
開

設
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」
改

築
の
た
め
の
補
正
予
算
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
４
名
配
置
し
て
主
に
子
ど
も
・
若
者

向
け
に
、
窓
口
対
応
や
電
話
、
訪
問
に
よ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
居
場
所
づ
く
り
の
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
。
教
育
委
員
会
や
、

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
機
関
と
連
携
し
て
環

境
調
整
等
を
行
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

今
後
は
成
人
向
け
支
援
の
た
め
、
就
労
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
な
ひ
き
こ
も
り
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

問 

補
聴
器
購
入
費
助
成
金
に
つ
い
て
申
請

が
多
い
と
の
こ
と
だ
が
、
年
間
ど
の
程
度
の

申
請
見
込
み
で
あ
っ
た
の
か
。
助
成
金
に
つ

い
て
今
後
も
周
知
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

答 

当
初
１
０
０
件
の
申
請
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
現
在
月
平
均
15
件
程
度
の
申
請
が
あ

り
、
今
年
度
は
１
６
１
件
の
申
請
を
見
込
ん

で
い
る
。
今
後
も
広
く
周
知
し
て
い
く
。

◆
横
手
市
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
及
び
財
産
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て

問 

さ
ん
な
い
保
育
園
を
民
営
化
す
る
に
あ

た
り
、
譲
渡
先
の
経
営
面
や
、
事
業
内
容
、

現
在
の
職
員
の
処
遇
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る

が
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答 

民
営
化
法
人
選
定
委
員
会
に
は
譲
渡
先

の
本
来
の
保
育
事
業
に
加
え
、
子
育
て
家
庭

の
相
談
会
、
保
育
留
学
の
受
け
入
れ
、
広
い

園
庭
を
使
っ
た
市
内
保
育
所
と
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
等
を
検
討
し
て
い
る
と
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在

の
正
職
員
は
他
部
署
に
異
動
予
定
で
あ
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
多
く
は
民
営
化
法

人
の
職
員
に
な
る
手
続
を
進
め
て
い
る
。

◆
政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施
設
へ

の
支
援
を
拡
充
し
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働

者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
の
た
め
国
に

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

4

委員会審査報告

厚生常任委員会

こころと身体の健康と
福祉政策の充実を

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
全
体
像
は
？

市
立
保
育
所
の
民
営
化
の
行
方
は
？

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴
の
成
人
の
方

を
対
象
と
し
て
補
聴
器
購
入
費
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
詳
し

く
は
市
健
康
推
進
課
ま
た
は

各
地
域
局
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〜
補
聴
器
購
入
費
助
成
金
制
度
と
は
〜

民営化するさんない保育園

医
療
・
介
護
労
働
者
の
賃
上
げ
と

人
員
増
を

陳 情

本間　利博
立身万千子
寿松木　孝
宮川　拓也
井上　忠征
播磨　博一
菅原　惠悦
佐藤　忠久

厚　　生
常任委員

ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
全

産
業
平
均
か
ら
大
き
く
下
回
る
。

願
意
が
妥
当
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
小
数
に

よ
り
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

討 論否
賛成

補
聴
器
購
入
費
助
成
金
制
度
の

申
請
見
込
み
と
今
後
の
周
知
は
？
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委員会審査報告

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

問 

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
、
来
年
度
の
春
作
業
に
支
障
が
無
い
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

繰※

越
明
許
費
に
全
額
計
上
し
て
い
る
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
春
作
業
に
支
障
が
出
る
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。
受
益
者
や
土
地
改
良
区

と
協
議
し
、
冬
の
う
ち
に
水
路
を
直
す
な
ど

年
度
内
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
早
め
に
発
注
し

た
い
。
な
お
、
業
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
課
題

と
捉
え
て
お
り
、
県
と
も
相
談
し
な
が
ら
発

注
の
仕
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
き
な
河
川
被
害
な
ど
、
来
春
ま

で
の
完
全
復
旧
が
難
し
い
場
合
で
も
何
ら
か

の
手
立
て
を
考
え
る
。
関
係
機
関
を
含
め
て

協
議
し
、
支
障
が
無
い
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
。

問 

農
林
水
産
業
費
の
う
ち
、
農
業
経
営
支

援
事
業
に
含
ま
れ
る
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
推
進
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答 

国
の
機
構
集
積
協
力
金
の
交
付
を
行
っ

て
い
た
も
の
で
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
設

立
時
に
、
こ
の
事
業
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
急
速
に
農
地
が
集
積
し
た
と
い
う
事
実
か

ら
も
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

◆
横
手
市
特
別
用
途
地
区
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

問 

制
限
が
か
か
る
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
対

象
と
な
る
事
業
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
。
ま
た
、ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
の
か
。

答 

準
工
業
地
域
に
お
い
て
、
床
面
積
が
１

万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
店
舗
は
十
文
字

地
域
に
１
棟
設
置
さ
れ
て
い
る
。
当
該
所
有

者
に
は
２
割
を
超
え
な
い
範
囲
で
の
増
改
築

は
可
能
と
の
説
明
を
し
、了
承
を
得
て
い
る
。

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

問 

サ
ン
サ
ン
横
手
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り

修
繕
が
必
要
な
箇
所
が
複
数
見
ら
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
今
後
の
見
込
み
は
。

答 

冷
暖
房
設
備
の
改
修
に
は
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
エ
ア
コ

ン
を
各
部
屋
に
取
り
付
け
る
こ
と
を
模
索

し
て
い
る
。
高
所
の
照
明
等
の
修
繕
も
足
場

等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
計
画
的
に
行
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
音
響

機
器
や
備
品
等
に
つ
い
て
も
精
査
し
て
い

き
た
い
。

問 

横
手
市
増
田
休
養
施
設
「
真
人
山
荘
」

は
、
横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
（
Ｆ
Ｍ
計

画
）
上
の
位
置
づ
け
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。答 「

譲
渡
」と
な
っ
て
い
る
。
指
定
管
理
者

と
の
協
議
で
譲
渡
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

問 

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
ト

イ
レ
、
畳
な
ど
利
用
者
の
要
望
を
聞
き
取

り
、
必
要
な
修
繕
を
施
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

施
設
に
つ
い
て
は
、

少
し
ず
つ
状
態
を
改
善
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

産業建設常任委員会

来年度の春作業に
支障がない復旧を

７月の大雨災害で
被害を受けた農業用施設

７
月
の
大
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

特
別
用
途
地
区
制
限
に
よ
る

影
響
は
？

指
定
管
理
し
た
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス

向
上
は
図
ら
れ
て
い
る
の
？

菅原　正志
柴田　　忍
加藤　雄太
鈴木　勝雄
林　　一輝
佐藤　誠洋
齋藤　光司
髙橋　和樹

産業建設
常任委員

※繰越明許費…歳出予算の経費のうち、災害などの理由で年度内に支出が終わらない見込みの
ものは、翌年度に繰り越して使用することができる経費のこと。
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◆
横
手
市
増
田
ま
ん
が
美
術
館
設
置
条
例
の

一
部
改
正

問 

ま
ん
が
美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
地
域
団
体
が

利
用
で
き
る
約
束
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
利

用
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
声

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答 
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
不
満
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。
活
動
は
、
増
田

地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
や
、
各
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
な
ど
で
継
続
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

問 

芸
文
祭
に
つ
い
て
も
、
雨
漏
り
し
て
い

る
体
育
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の

約
束
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
他
の
施

設
を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

答 

各
団
体
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

ま
ん
が
美
術
館
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
の
使
い
勝
手
が
悪
く
、
現
在
は
増
田
地
区

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
や
各
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
、
体
育
館
な
ど
で
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

問 

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の
申
請

件
数
が
当
初
予
定
よ
り
上
回
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
見
込
み
件
数
は
。

答 

当
初
は
29
歳
以
下
が
12
件
、
そ
れ
以
外

は
17
件
を
見
込
ん
で
い
た
。
こ
の
制
度
に
は

翌
年
度
継
続
申
請
と
い
う
救
済
措
置
が
あ
り
、

令
和
５
年
度
か
ら
継
続
申
請
さ
れ
る
方
13

件
分
を
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

問 

世
帯
所
得
の
条
件
で
該
当
し
な
い
場
合

も
あ
る
が
、
見
直
し
の
考
え
は
。

答 

少
子
化
対
策
の
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
拡

大
と
い
う
方
向
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
横
手
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問 

施
設
利
用
者
へ
の
説
明
は
ど
う
か
。

答 

つ
き
の
木
館
を
利
用
し
て
い
た
集
落
の

方
々
と
協
議
し
た
結
果
、
館
合
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆「
小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
を

国
の
制
度
と
し
て
実
施
を
求
め
る
陳
情

総務文教常任委員会

増田まんが美術館「コンベンションホール」を
「特別展示室大」に‼ 市民団体の活動は

少
子
化
対
策
を
図
る
た
め
に

陳 情

土田百合子
大日向香輝
木村　清貴
福田　　誠
青山　　豊
髙橋　聖悟
加藤　勝義
塩田　　勉

総務文教
常任委員

今
回
の
条
例
改
正
は
、
全
て
ま
ん

が
に
特
化
し
た
施
設
に
す
る
と
い

う
内
容
だ
が
、
そ
の
反
面
、
地
域
団
体
の
活

動
の
芽
を
摘
ん
で
い
る
。
こ
の
議
案
を
提
出

す
る
と
同
時
に
こ
こ
で
活
動
し
て
い
た
方
々

の
場
所
の
確
保
等
々
も
、
一
緒
に
提
案
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
反
対
す
る
。

討 論

反対採
決
の
結
果
、起
立
な
し
に
よ
り
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

否

増
田
ま
ん
が
美
術
館
に
お
け
る

市
民
団
体
の
活
動
は

横手市増田民俗芸能
フェスティバルの様子

つ
き
の
木
館
の
廃
止
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
推
進

審
査
で
は
、
国
の
動
向
に
係
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
起
立
多

数
に
よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

可
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一 般 質 問

11人の議員が市政を問う

12月２～４日に一般質問が行われ、11人の議員が市民の皆さんの
生活にかかわる行政全般について質問をしました。

　一般質問の様子は、インターネット
でライブ中継しています。また、一部
を横手かまくらＦＭで生放送するほ
か、市議会ホームページで全ての一般
質問を録画中継でご覧いただけます。

二次元コードを読み取ると、動画をご覧いただけます。

◆菅原　正志 議員…入浴に特化した長く使える鶴ヶ池荘を

◆青山　　豊 議員…大雨災害対応での教訓をどう生かすのか

◆髙橋　和樹 議員…横手市民会館の未来はどうなる？

◆林　　一輝 議員…コミュニティ・スクールの推進を

◆立身万千子 議員…ウェルビーイングで市民も職員も幸せに

◆井上　忠征 議員…物価高騰対策で低所得者支援を

◆福田　　誠 議員…地域活性化のために「マンガ学科」設立を

◆寿松木　孝 議員…早急に大雄堆肥センターの移転を！

◆本間　利博 議員…横手市の林産業活性化について

◆齋藤　光司 議員…人口減少、少子高齢化対策を考える

◆土田百合子 議員…「田んぼダム」で洪水被害の低減を図れ

二次元コード
読取
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一 般 質 問

問 

山
内
地
域
に
温
泉
は
必
要
と
考
え

る
。
現
在
の
施
設
を
使
う
よ
り
も
、
入

浴
施
設
と
し
て
新
規
の
建
物
を
建
設
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

答 

現
存
の
施
設
を
改
修
し
て
再
開
を

考
え
て
お
り
、
概
算
コ
ス
ト
を
把
握
す

る
た
め
調
査
し
て
い
る
。

●
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問 

施
設
供
用
に
は
、
客
観
的
な
証
明

が
必
要
と
思
う
が
、
水
漏
れ
防
止
策
と

瑕※

疵
担
保
責
任
だ
け
で
大
丈
夫
か
。

答 

現
在
ま
で
新
た
な
漏
水
等
は
発
生

し
て
い
な
い
。
瑕
疵
担
保
責
任
に
つ
い

て
は
、
水
槽
と
基
礎
部
分
が
契
約
不
適

合
と
な
っ
て
お
り
、
複
数
の
業
者
か
ら

構
造
物
と
し
て
の
健
全
性
の
保
証
を
自

身
の
責
任
を
も
っ
て
提
出
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

●
大
雄
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問 

地
域
環
境
に
犠
牲
を
強
い
て
い
る

現
状
は
即
刻
解
決
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

臭
気
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の

皆
様
よ
り
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、不
快
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。

臭
気
の
抑
制
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、合
わ
せ
て
施
設
の
移
転
を
含
め
た

抜
本
的
な
解
決
策
も
調
査
・
検
討
す
る
。

●
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

問 
１
０
３
万
円
の
壁
の
議
論
は
税
収

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
の

か
。答 

10
億
か
ら
11
億
円
程
度
の
市
民
税

減
収
の
影
響
が
見
込
ま
れ
る
。

問 

合
併
特
例
債
の
残
高
は
い
く
ら
か
。

答 

約
50
億
円
で
あ
り
、
有
効
に
活
用

し
た
い
。

問 

７
月
の
大
雨
災
害
に
お
け
る
対
応

で
得
た
教
訓
を
今
後
に
ど
う
生
か
し
て

い
く
の
か
。

答 

特
に
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
、

改
善
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
。
避
難
を
呼
び
か
け
た
初
動
期
は
住

民
が
一
斉
に
避
難
し
た
た
め
、
避
難
所

の
運
営
に
混
乱
が
生
じ
、
物
資
を
必
要

と
す
る
方
に
提
供
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
市
の
対
策
本
部

と
避
難
所
に
お
い
て
、
避
難
者
へ
の
対

応
の
状
況
が
十
分
に
情
報
共
有
で
き
て

い
な
か
っ
た
。

　こ
の
た
め
市
で
は
、
防
災
備
蓄
品
の

分
散
配
備
を
強
化
し
、
避
難
所
に
お
け

る
避
難
者
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
、

庁
内
で
改
め
て
確
認
し
、
改
善
に
努
め

る
。問 

市
と
県
の
連
絡
体
制
に
問
題
が
あ

る
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
。
今
後
の
対

策
に
お
い
て
県
と
話
し
合
う
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

市
の
情
報
を
県
に
全
て
伝
え

き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
改
め
て
連
絡
調

整
を
行
っ
た
。

問 

市
と
市
民
で
避
難
所
運
営
の
在
り

方
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う

埋
め
て
い
く
の
か
。

答 

小
さ
い
地
域
の
中
で
の
自
主
的
な

防
災
活
動
の
後
押
し
、
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
の
附
属
機
関
に
つ
い
て

●

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
に
つ
い
て

●

庁
内
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ

い
て

入
浴
に
特
化
し
た

長
く
使
え
る
鶴
ヶ
池
荘
を

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら

　た
だ
し

大
雨
災
害
対
応
で
の

教
訓
を
ど
う
生
か
す
の
か

再開が検討されている
鶴ヶ池荘

青
山

　
　豊
議
員

あ
お
や
ま

　ゆ
た
か

※瑕
か

疵
し

担
たん

保
ぽ

責
せき

任
にん

…売買契約や請負契約において、引き渡された目的物が種類または品質に関して
契約の内容に適合しない場合、売主や請負人が相手方に対して負う責任のこと

大雨災害のイメージ
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一 般 質 問

横
手
市
民
会
館
の

未
来
は
ど
う
な
る
？

問 

市
民
会
館
の
移
転
新
築
計
画
の
一

時
中
断
が
発
表
さ
れ
た
。
老
朽
化
し
た

現
在
の
市
民
会
館
を
含
む
、
市
内
の

ホ
ー
ル
施
設
の
維
持
管
理
の
方
向
性
は
。

答 

現
市
民
会
館
は
収
容
人
数
の
関
係

上
、
興
行
で
は
採
算
性
が
期
待
で
き
な

い
が
、
市
民
の
発
表
の
場
や
舞
台
芸
術

に
触
れ
る
場
と
し
て
の
利
活
用
を
進
め

る
た
め
、適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問 

建
物
と
設
備
関
係
の
修
繕
と
舞
台

装
置
関
連
機
器
の
入
替
な
ど
、
か
な
り

の
費
用
を
要
す
る
と
思
う
が
、
今
後
も

継
続
使
用
な
ら
ば
優
先
順
位
を
つ
け
て

修
繕
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
緊
急
度
や

優
先
度
を
判
断
し
検
討
す
る
が
、
莫
大

な
金
額
が
か
か
る
場
合
は
休
館
も
余
儀

な
く
さ
れ
る
と
考
え
る
。
　

問 

廃
止
や
休
館
と
す
る
な
ら
ば
、
秋

田
市
の
ミ
ル
ハ
ス
の
よ
う
に
県
と
市
の

連
携
事
業
と
し
て
秋
田
ふ
る
さ
と
村
の

施
設
を
活
用
で
き
な
い
も
の
か
。

答 

市
民
会
館
の
機
能
を
そ
っ

く
り
当
て
は
め
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、

県
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
新
体
育
館
完

成
後
の
相
乗
効
果
も
考
え
て
相
互
の
連

携
を
生
か
す
こ
と
を
意
識
し
た
い
。

●
鶴
ヶ
池
荘
の
再
開
の
方
向
性
は
。

問 
改
修
や
修
繕
に
か
か
る
多
額
の
費

用
は
常
識
的
に
考
え
て
市
民
や
議
会
か

ら
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
。解
体
し
、

新
た
に
日
帰
り
施
設
に
で
き
な
い
か
。

答 

必
要
と
す
る
概
算
費
用
の
確
認
作

業
中
で
あ
る
が
、
市
民
の
理
解
を
度
外

視
し
た
事
業
を
進
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
考
え
る
。

髙
橋

　和
樹
議
員

た
か
は
し

　か
ず
き

コ※

ミ
ュニ
ティ・ス
ク
ー
ル
の

推
進
を

問 

令
和
４
年
度
か
ら
市
内
全
て
の
小

中
学
校
に
設
置
し
て
い
る
が
、
現
在
ま

で
の
進
捗
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

小
学
校
の
運
動
会
に
地
域
住
民
が

参
加
す
る
こ
と
で
世
代
間
交
流
が
実
現

し
た
。
ま
た
、
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
裏
山
に
注
目
し
、
地
域
住
民
と
の
協

力
に
よ
り
林
道
を
整
備
し
、
学
習
資
源

と
し
て
活
用
す
る
等
の
取
組
を
し
て
い

る
。
成
果
と
し
て
は
、
学
校
運
営
協
議

会
委
員
と
教
職
員
が
理
解
を
深
め
つ

つ
、
想
定
以
上
の
学
校
課
題
に
対
す
る

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

問 

現
状
の
課
題
は
な
に
か
。

答 

地
域
住
民
の
認
知
度
が
低
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
認
知
度
向
上
の
対
策

と
し
て
は
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

学
校
だ
よ
り
、
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
周

知
活
動
の
継
続
は
勿
論
だ
が
、
多
く
の

市
民
が
活
動
に
携
わ
る
こ
と
で
も
解
決

で
き
る
と
考
え
る
。

問 

今
後
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

地
域
課
題
や
学
校
課
題
の
解
決
が

前
進
す
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
と
し

て
見
守
っ
て
い
く
。

問 

今
後
進
め
て
い
く
上
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
同
士
の
連
携
が
重

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

年
一
回
の
研
修
会
で
、
実
践
事
例

発
表
や
テ
ー
マ
別
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、
委
員
同
士
の
繋
が
り
を
強
化
し
て

い
る
。
今
後
は
、
横
手
市
全
体
だ
け
で

は
な
く
、地
域
毎
の
連
携
も
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
と
対
応
に
つ
い
て

地域と学校を繋ぐ重要な役割をもつ
コミュニティ・スクール

928人収容可能な現在の
市民会館

林

　
　一
輝
議
員

は
や
し

　か
ず
き

※コミュニティ・スクール…学校運営協議会（保護者、地域住民、校長等の委員で構成）を
設置している学校のこと
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一 般 質 問

問 

市
役
所
職
員
の
健
康
維
持
・
増
進

へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
健
康
診
断
と
二

次
検
診
の
受
診
率
を
伺
う
。

答 

人
間
ド
ッ
ク
を
含
む
受
診
率
は

98
％
弱
、
二
次
検
診
は
73
％
だ
っ
た
。

問 

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
。

答 

会
計
年
度
任
用
職
員
も
含
め
実
施

し
、
高
ス
ト
レ
ス
と
判
定
さ
れ
れ
ば
希

望
に
よ
り
専
門
医
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
面

談
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
。

答 

産
業
医
や
衛
生
管
理
の
有
資
格
者

に
よ
る
相
談
体
制
の
ほ
か
「
共
済
組
合

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
事
業
」
な
ど
の

電
話
相
談
窓
口
を
周
知
し
て
い
る
。

問 

健
診
費
用
等
で
正
職
員
と
非
正
規

職
員
の
待
遇
は
同
じ
か
。

答 

待
遇
の
相
違
は
な
い
。二
次
検
診
に

係
る
費
用
は
全
員
が
自
己
負
担
と
な
る
。

●
安
全
安
心
な
食
に
つ
い
て

問 

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
求

め
る
こ
と
に
加
え
、
市
は
も
う
一
歩
考

え
を
進
め
て
身
体
に
害
の
少
な
い
食
材

を
価
格
の
心
配
な
く
提
供
で
き
な
い
か
。

答 

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
無
償

化
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
給
食
用
米
を

農
薬
の
使
用
を
通
常
よ
り
抑
え
た
横
手

産
の
「
ｅエ
コ
ｃ
ｏ
ラ
イ
ス
」
を
使
用
す
る

ほ
か
、
可
能
な
限
り
食
材
の
地
産
地
消

の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

問 
有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ※

１

Ｆ
Ａ
Ｓ
）

や
ネ※

２

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
が
水
道
に
含
ま

れ
る
こ
と
へ
の
対
策
は
。

答 

水
質
検
査
で
は
安
全
性
に
問
題
は

な
い
。継
続
的
に
検
査
を
実
施
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
く
。

問 

市
で
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
検
討

し
て
い
る
事
業
は
何
か
。

答 

国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
よ

る
、
低
所
得
者
へ
の
支
援
及
び
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
物
価
高
騰
対
策
支
援
で

あ
る
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
今
後
、
自
治
体
へ
事

業
実
施
に
向
け
た
詳
細
が
示
さ
れ
る
。

　
現
時
点
で
は
詳
細
な
情
報
が
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
実
施
事
業
の
検
討
に
あ

た
り
、
過
去
に
実
施
し
た
事
業
の
効
果

検
証
も
行
い
、
必
要
な
対
象
・
分
野
を

慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
準
備
を
進
め
る
。

　
な
お
、市
の
独
自
施
策
で
あ
る「
あ
っ

た
か
灯
油
助
成
事
業
」
と
し
て
、
非
課

税
世
帯
の
な
か
で
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
お
よ
そ
６
５
０
０
世
帯
に
対
し

て
、
５
０
０
０
円
の
灯
油
購
入
費
の
補

助
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 
給
付
金
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と

は
ど
う
か
。

答 

給
付
金
の
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ

と
は
現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
推
奨
メ
ニ
ュ
ー

や
他
自
治
体
の
取
組
を
参
考
に
し
て
、

最
も
効
果
的
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

●
税
務
運
営
に
つ
い
て

問 

適
正
な
課
税
は
ど
の
よ
う
に
し
て

検
証
し
て
い
る
か
。

答 

住
民
税
は
未
申
告
状
態
を
解
消
す

る
た
め
未
申
告
所
得
調
査
を
実
施
し
、

関
係
機
関
よ
り
課
税
資
料
の
デ
ー
タ
を

収
集
し
て
い
る
。
固
定
資
産
税
は
リ

フ
ォ
ー
ム
へ
の
対
応
検
討
を
進
め
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

病
院
経
営
改
善
等

普段の買物でも
物価高騰が目につく

安全安心な学校給食の
提供を

ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
で

市
民
も
職
員
も
幸
せ
に

立
身

　万
千
子
議
員

た
つ
み

　ま
ち
こ

物
価
高
騰
対
策
で

低
所
得
者
支
援
を

井
上

　忠
征
議
員

い
の
う
え

　ち
ゅ
う
せ
い

※１ PFAS………………有機フッ素化合物のうち人工的につくられたフッ素の多い化合物の総称。
環境中で分解されにくく、人体への悪影響も指摘されています。

※２ ネオニコチノイド…広く農薬や殺虫剤等に使われている化学物質の名称。人体には安全とさ
れてきましたが、人体への毒性と悪影響が懸念されています。
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一 般 質 問

地
域
活
性
化
の
た
め
に

「
マ
ン
ガ
学
科
」設
立
を

問 

地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、
再
編

予
定
の
新
高
校
へ
の
「
マ
ン
ガ
学
科
」

設
立
を
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答 

市
と
し
て
は
、
マ
ン
ガ
学
科
に
限

ら
ず
、
地
域
資
源
で
あ
る
増
田
ま
ん
が

美
術
館
や
農
業
な
ど
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
学
び
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
よ

う
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

●
新
体
育
館
の
運
営
に
つ
い
て

問 

維
持
管
理
費
の
財
政
負
担
軽
減
策

の
検
討
お
よ
び
施
設
運
営
の
収
益
化
に

つ
い
て
問
う
。

答 

施
設
を
活
用
し
た
直
接
的
な
収
入

と
し
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
広
告

収
入
等
が
想
定
さ
れ
、
収
益
化
と
し
て

は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

問 

省
エ
ネ
や
環
境
へ
の
配
慮
と
し
て

「
ゼ※

ブ 

レ
デ
ィ
」
の
認
証
を
受
け
て
い

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
環
境
配
慮
型
施
設

と
し
て
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答 

現
時
点
に
お
け
る
県
内
同
種
の
公

共
施
設
に
お
い
て
認
証
の
事
例
は
な
く
、

将
来
を
見
据
え
た
効
果
的
な
取
組
と
し

て
ご
紹
介
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問 

新
施
設
を
ホ
ー
ム
と
す
る
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
プ
ロ
リ
ー
グ
参
入
を
目
指
す

チ
ー
ム
の
誘
致
と
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

答 
地
元
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
し
っ
か

り
応
援
し
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
当

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て

●

多
様
な
学
び
の
場
の
提
供
に
つ
い
て

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ

　ま
こ
と

早
急
に
大
雄

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を
！

問 

大
雄
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
求
め
ら

れ
て
い
る
悪
臭
対
策
に
対
応
で
き
て
い

な
い
状
況
だ
。
早
急
に
移
転
を
含
め
今

後
の
運
営
方
針
を
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

答 

当
該
施
設
は
、
ま
も
な
く
市
が
定

め
た
目
標
耐
用
年
数
を
迎
え
る
。
こ
れ

ま
で
寄
せ
ら
れ
た
要
望
に
応
え
ら
れ

ず
、非
常
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

地
域
か
ら
も
移
転
の
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
移
転
先
の
選
定
な
ど
ハ
ー
ド

ル
も
高
い
。
先
ず
は
臭
気
の
抑
制
対
策

に
取
り
組
み
、
移
転
へ
の
調
査
検
討
を

し
て
い
く
。

問 

課
題
を
抱
え
た
施
設
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
標
準
耐
用
年
数
を
迎
え
る
前

に
地
域
と
協
議
を
重
ね
、
延
長
す
る
べ

き
だ
っ
た
。
市
か
ら
は
、
何
の
説
明
も

無
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
地
域

住
民
か
ら
は
一
刻
も
早
い
移
転
を
望
む

声
が
聞
か
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答 

市
と
し
て
直
接
説
明
を
し
て
こ
な

か
っ
た
の
は
反
省
し
て
い
る
。
今
後
地

域
へ
の
説
明
会
を
早
急
に
実
施
し
、
施

設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

●
市
長
の
衆
議
員
選
挙
期
間
中
の
選
挙

応
援
に
つ
い
て

問 

衆
院
選
の
選
挙
応
援
に
よ
る
公
務

へ
の
支
障
は
無
か
っ
た
の
か
。

答 

各
種
選
挙
へ
の
応
援
は
、
公
務
最

優
先
で
協
力
し
て
い
る
。

問 

選
挙
応
援
で
の
公
用
車
の
使
用
は
。

答 

基
本
は
自
家
用
車
だ
が
、
直
接
公

務
に
行
く
場
合
な
ど
は
、
応
援
先
に
迎

え
に
来
て
も
ら
う
場
合
も
あ
る
が
、
全

国
で
の
判
例
な
ど
か
ら
、
許
さ
れ
る
範

囲
と
認
識
し
て
い
る
。

老朽化の進む大雄堆肥センター

当市に拠点を置くスカイロケッツ アキタの
エキシビションマッチの様子

寿
松
木

　
　孝
議
員

す
ず
き

　こ
う

※ゼブ レディ（ZEB Ready）…ZEBはゼロ・エネルギー・ビルの略称で、ゼブ レディは基準１次エネルギー
消費量から50％以上のエネルギー消費量削減に適合した建築物であること
を示します。
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一 般 質 問

問 

横
手
市
の
面
積
の
54・２
％
を
占
め

る
山
林
の
活
用
は
、
林
産
業
の
活
性
化

だ
け
で
な
く
環
境
保
全
や
防
災
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
伐
採
↓
木
材
利
用

↓
再
造
林
の
循
環
が
必
要
だ
が
、
そ
の

た
め
に
は
木
材
の
利
用
促
進
が
求
め
ら

れ
る
。具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

市
発
注
の
工
事
等
の
仕
様
書
に
地

元
産
木
材
の
使
用
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
木
工

体
験
等
の
木
育
の
実
施
、
森
林
資
源
の

循
環
の
た
め
に
伐
採
後
の
森
林
整
備
の

再
造
林
に
対
す
る
支
援
を
行
い
な
が

ら
、地
元
産
木
材
の
利
活
用
を
進
め
る
。

●
発
酵
の
ま
ち
横
手
に
つ
い
て

問 

日
本
の
伝
統
的
酒
造
り
が
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
見※

通

し
だ
が
、
発
酵
食
品
全
体
へ
の
注
目
が

高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。「
発
酵
の

ま
ち
横
手
」
と
し
て
発
酵
食
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
具
体
策
を
伺
う
。

答 

市
民
の
皆
様
に
発
酵
文
化
に
対
す

る
理
解
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
「
酒
蔵
め
ぐ
り
」
や
「
発
酵
の
学

校
」
の
実
施
、
県
内
の
大
学
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
提
案
を
す
る
な
ど
発
酵

食
文
化
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
。

●
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て

問 
昨
今
の
局
地
的
な
大
雨
災
害
や
雪

解
け
水
対
策
と
し
て
、
河
川
の
し
ゅ
ん

せ
つ
が
必
要
と
考
え
る
が
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

答 

管
理
者
が
県
の
場
合
は
、
年
次
計

画
で
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
管

理
に
つ
い
て
は
危
険
性
を
調
査
し
、
未

然
に
防
ぐ
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

問 

合
併
時
か
ら
30
％
以
上
人
口
が
減

少
し
た
地
域
も
あ
る
。
現
在
ま
で
の
横

手
市
の
人
口
の
推
移
は
、
市
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
想
定
内
と
な
っ
て
い
る
か
。

答 

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
の
数
値
が

８
５
，５
５
５
人
で
あ
り
、人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
示
し
て
い
る
市
独
自
の
将
来
展
望

の
数
値
８
７
，０
９
１
人
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問 

市
内
で
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
お
け
る
地
域（
旧
市
町
村
単
位
）

格
差
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。ま
た
、地

域
格
差
へ
の
対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

答 

各
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
率
は
、

横
手
地
域
が
最
も
低
く
、
山
内
地
域
が

最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
や
過

疎
化
は
中
山
間
地
域
や
田
園
地
域
に
お

い
て
顕
著
な
傾
向
が
あ
り
、
地
域
づ
く

り
活
動
補
助
金
な
ど
の
各
種
制
度
を
通

じ
て
、
各
集
落
に
お
け
る
自
助
や
共
助

の
取
組
を
支
援
し
て
い
る
。

問 

限
界
集
落
と
い
う
言
葉
も
定
着
し

て
き
た
が
、横
手
市
の
実
態
は
ど
う
か
。

ま
た
、
そ
れ
に
向
け
た
対
策
は
取
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答 

住
民
の
65
歳
以
上
の
割
合
が
50
％

を
超
え
て
い
る
限
界
集
落
は
１
６
４
で

あ
る
。
集
落
を
維
持
す
る
に
は
、
地
域

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
共
助
の

体
制
づ
く
り
、
若
い
世
代
が
魅
力
を
感

じ
る
地
域
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、
各
地
域
の
特
性
や
課
題
を
把
握
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
、
市
内
の

空
き
家
の
増
加
に
つ
い
て

小中学生を対象とした
木工体験の様子

横
手
市
の
林
産
業

活
性
化
に
つ
い
て

本
間

　利
博
議
員

ほ
ん
ま

　と
し
ひ
ろ

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化

対
策
を
考
え
る

齋
藤

　光
司
議
員

さ
い
と
う

　こ
う
し

※令和６年12月５日、日本の伝統的酒造りは、ユネスコ無形文化遺産に登録されました。

地域課題解決のための
支援が求められる
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一般質問・ぎかいトピックス

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」で

洪
水
被
害
の
低
減
を
図
れ

問 

田
ん
ぼ
ダ
ム
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

田
ん
ぼ
の
持
つ
貯
水
機
能
を
利
用

し
、
大
雨
の
際
に
一
時
的
に
田
ん
ぼ
の

水
を
貯
め
、
ゆ
っ
く
り
と
排
水
す
る
こ

と
で
、
下
流
域
の
洪
水
被
害
の
低
減
を

図
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
は
、
流
域
治

水
へ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
有
効
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
効
果
や
影

響
も
含
め
、
農
業
者
の
皆
様
な
ど
へ
情

報
提
供
し
て
い
く
。

●
防
災
道
の
駅
の
選
定
に
つ
い
て

問 

道
の
駅
十
文
字
を「
防
災
道
の
駅
」

に
し
て
は
ど
う
か
。

答 

道
の
駅
は
、
災
害
時
に
は
地
域
の

避
難
場
所
・
支
援
活
動
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
道
の
駅

十
文
字
の
「
防
災
道
の
駅
」
選
定
を
目

指
す
こ
と
で
、
防
災
機
能
の
拡
充
に
対

し
重
点
的
に
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、県
か
ら
の
意
向
調
査
に
対
し
、「
防

災
道
の
駅
」
と
し
て
選
定
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
す
る
旨
を
回
答
し
て
い
る
。

●
市
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て

問 

連
帯
保
証
人
２
名
か
ら
１
名
へ
の

緩
和
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
へ
の

住
宅
提
供
と
い
う
公
営
住
宅
本
来
の
目

的
を
踏
ま
え
、
要
件
緩
和
に
向
け
た
取

組
を
早
急
に
進
め
て
い
く
。
条
例
改
正

は
６
月
頃
に
な
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
の
取
組
は
（
階
段
や
室
内
へ
の

手
す
り
等
の
設
置
）

●

道
の
駅
十
文
字
へ
の
「
シ
ャ
ワ
ー
設

置
」
と
「
駐
車
場
拡
張
」
の
考
え
は

土
田

　百
合
子
議
員

つ
ち
だ

　ゆ
り
こ

田んぼダムの模型を使っての
説明会（仙北地域振興局）

議会の 動き主な

3日
8日

9日
11日
12日

15日

22日
24日

28日

31日

千葉県野田市議会行政視察受け入れ
総務文教常任委員会行政視察
（～10日、福岡県朝倉市・うきは市・
北九州市）【P14】
厚生常任委員会協議会
福島県福島市議会行政視察受け入れ
那珂市友好都市20周年記念式典
（～13日、茨城県那珂市）
厚生常任委員会行政視察
（～17日、愛知県東海市・大府市）【P14】
産業建設常任委員会行政視察
（～17日、長崎県佐世保市・長崎市・
大村市）【P15】
秋田県市議会議長会議員研修会（秋田市）
正副委員長会議、議会運営委員会、
全員協議会
（議案説明会、行政課題説明会）
秋田県後期高齢者医療広域連合議会定
例会（秋田市）、議会改革推進会議
県南地域市議会議員研修会（湯沢市）

10
月

5日

7日
14日

18日

19日
25日
28日

市議会11月臨時会【P3】
山形広域環境事務組合行政視察受け入れ
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
徳島県三好市議会行政視察受け入れ【P15】
栃木県栃木市議会行政視察受け入れ
宮城県岩沼市議会行政視察受け入れ
正副委員長会議、議会運営委員会
全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）
議員特別研修報告会
秋田県市議会議長会臨時会（秋田市）
市議会12月定例会（～12月11日）【P2～ 6】
広報分科会

11
月

2日

3日
4日

9日
11日
13日
16日
17日
24日

議会運営委員会、ICTプロジェクトチーム会議
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
議会運営委員会
全員協議会（行政課題説明会）
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
正副委員長会議、議会運営委員会
議会運営委員会、全員協議会（行政課題説明会）
広報分科会
議会改革推進会議
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
広報分科会

12
月
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ぎかいトピックス

豪雨災害の対応と
今後の対策は
福岡県朝倉市

視察を終えて

■災害時孤立集落の対応と対策

▶被災後、孤立集落の恐れがある集落や臨
時ヘリポート候補地の情報などを自衛隊
に提供している。
▶自主防災マップの見直し版作製や避難場
所の追加指定、避難基準の見直し、防災
出前講座を実施し防災意識の向上を図っ
ている。
▶避難場所のきめ細かな検証や、町内会な
ど小規模な単位での講座や訓練は当市で
も必要と感じた。

　平成29年７月に大規模な豪雨災
害が発生、朝倉市における当時の対
応と教訓を伺った。災害時孤立集落
の発生を踏まえ、災害対応の課題と、
その後の防災・減災対策へどう生か
されたか取組を検証した。

豪雨災害の状況と
防災道の駅選定
福岡県うきは市

視察を終えて

■自主防災組織と防災道の駅

▶地域防災力強化事業補助金を創設、自主
防災組織を支援し、防災意識の向上を
図っている。また、注意喚起のため、過
去の災害に関する冊子を作成している。
視覚に訴える方法は参考にすべき。

▶道の駅は、平成29年豪雨災害時にボラ
ンティア団体の野営地となった実績もあ
る。現在も整備は続いており、注目を集
めている。

　平成24年豪雨災害で大被害を受
け、避難情報伝達や備蓄の強化など
防災力向上に取り組んだ。その一環
として「道の駅うきは」が防災拠点
に選定され、地域防災の核として整
備された。災害の教訓は、その後の
災害対応に生かされている。

みんなde Bousai
地域防災力向上
福岡県北九州市

視察を終えて

■自助・共助で防災のまちづくり

▶平成30年７月豪雨災害を受け、警戒区
域の拡大や避難率向上を目的に２時間前
に避難指示の事前告知を実施、効果が大
きいとのこと。
▶地区 Bousai 会議に専門家を派遣し地区
独自の防災計画作成等を支援している。
地区の運動会を防災運動会※に変更する
など、小規模な取組が有効かつ重要と感
じた。

　「みんな de Bousai」は、地域住
民が主体的に防災活動に参加するま
ちづくり推進事業。避難指示事前告
知では、台風接近時等に、早期に避
難を呼びかけることで、迅速な避難
行動につなげている。これらの取組
で、北九州市は平時からの防災力向
上を目指している。

総務文教常任委員会 10月８日～10日

ひきこもり
支援事業について

愛知県東海市

視察を終えて

■支援実績のある団体に事業委託

▶今回の当市のひきこもりに関する調査結
果を受けて、ひきこもり支援センターを
充実させる必要を感じた。様々な部署の
窓口や内容別の相談所は必要であるが、
支援の窓口を一本化して支援内容別に専
門の担当者が支援にあたることは有効と
感じた。居場所支援のためのセンター設
置も必要と考える。

　社会福祉団体へ委託し、図書館の
２階にセンターを設置。家族支援と
して勉強会や家族交流会等の開催、
就労準備支援として内職ボランティ
ア活動の実施のほか、子ども食堂な
どの協力を得ながら、学習・生活支
援などを実施している。

空家等の適切な管理や
利活用とは
愛知県東海市

視察を終えて

■東海市空家等対策計画について

▶東海市は名古屋南部臨海工業地帯の一角
を占める産業上の拠点都市であり、当市
とは土地活用に大きな違いがある。空き
家に関する他団体との協定やマイホーム
借り上げ制度、シルバー人材センターと
の協定などを参考にしたい。市の一つの
課で取り組むことは難しく、関係課が連
携することが必要と感じた。

　空き家の維持管理促進策として、
写真を付けて所有者に啓発文を発送
している。除却・跡地利用促進策と
して商工会議所との連携のほか、シ
ルバー人材センターと協定し、空き
家等の見回りや外観点検等のサービ
スを提供している。

大府市空家等
対策計画について

愛知県大府市

視察を終えて

■民間企業と連携した空き家対策

▶空き家対策はどこの自治体でも課題とし
ている中で大府市は積極性がみられた。
類似空家の条例化や解体の際に役立つ民
間の見積りサービス活用など、市の財政
負担を少なくする工夫をしながら空き家
対策を行っている。都市整備部が担当す
ることで都市計画の一部に組み込んでい
るところは大いに参考になった。

　空き家の課題を分類整理し対応し
ているほか、法に規定されない空き
家を「類似空家等」として条例に定
めるなど早期から対応。また、不動
産業者と協定を結び、解体費用見積
りを無償で提供するなど解体促進も
行っている。

厚生常任委員会 10月15日～17日

※防災運動会…救命活動や非常食炊き出しなどの防災訓練を取り入れた新しい運動会のこと。
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水道管の適正な
維持管理を目指す

長崎県佐世保市

視察を終えて

■水道管路アセットマネジメント
　（資産管理）の取組

▶使いやすさに特化したシステムを導入す
ることで、管路についての情報の入手や
閲覧が容易となり、職員間での情報共有
が促進されていた。その一方で大量の情
報が蓄積されて情報過多になっているた
め、情報整理が必要とのこと。
▶管路を老朽化率のみで判断するのではな
く、情報や記録から適正に更新する重要
性を学んだ。

　佐世保市水道事業では、情報管理
システムの導入によって管路の現状
や記録を確実に管理している。また
それらを可視化することにより、資
産管理の持続性・確実性の確保を
図っている。

まちぶらプロジェクトの
取組

長崎県長崎市

視察を終えて

■激変する長崎市のまちづくり

▶新幹線の開業、サッカー場を中心とした
アリーナ・ホテル等からなる複合施設の
建設、高さ90ｍ超の新市役所など、官
民一体の投資が背景にみられた。賑わい
拠点からの誘導路の整備やマップ作成な
どでまちなかの回遊性を高め、各エリア
の主な事業内容とスケジュールをまとめ
る取組について、当市でも参考にすべき
と感じた。

　まちぶらプロジェクトは、中心市
街地活性化基本計画や都市再生整備
計画などに位置付けて推進され、国
の支援策が活用されていた。中心地
を５つのエリアに分け、魅力づくり、
軸づくり、地域力によるまちづくり
が行われている。

産業支援センターの
取組は
長崎県大村市

視察を終えて

■商工会議所と連携した支援

▶人手不足が加速する現代において、企業
連携は重要であり、創業支援だけではな
く、横の繋がりも築いているセンターの
取組は、重要であると感じた。
▶今後は、AIやIT技術の活用を推進する
ことで、人手不足の解消や事業拡大など
を積極的に図っていきたいとのこと。こ
れについては、当市でも同様に推進して
いくべきである。

　センターは、商工業経営基盤の強
化と創業支援を目標に設置された。
商工会議所の事業の一つとして運営
されるとともに、商工会議所の職員
が副センター長として配置されてい
ることで、互いに連携しやすい環境
となっている。

産業建設常任委員会 10月15日～17日

　さまざまな行政課題を解決するため、先進的な取組を行っている全国の自治体を実際
に訪問し、調査研究を行うのが「行政視察」です。横手市議会でも、これまで全国から
たくさんの行政視察を受け入れており、今年度の受入実績をご報告いたします。

令和６年度行政視察の受入状況

令和６年度受入実績

19議会／ 150人

園芸振興拠点センターを
視察する徳島県三好市議会の皆さま

主な視察テー
マ

◎よこて農業創生大学事業　　　４件
◎議会改革の取組について　　　４件
◎増田の伝統的建造物保存地区と
　まんが美術館　　　　　　　　２件

● 地域公共交通について（循環バス・デマン
ドタクシーなど）

● 婚活支援について（若者交流促進事業など）
● 横手駅東口市街地再開発事業について
　（Ao-naなど）

そ の 他
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　私たち雄物川高校陸上競技部は、現在１、２年
生７名（長距離３名、短距離２名、投

とう

擲
てき

２名）で
活動しています。中学校からの陸上競技経験者は
少ない中、投

とう

擲
てき

種目では一昨年はインターハイ出
場、今年は東北大会への出場を果たすことができ
ました。また、10月に行われた高校駅伝秋田県
予選会では、順位がつかない４校での合同チーム
でしたが、本校から４選手が出場し、全体順位で
は３位でした。
　このように、トラック競技はより速く、投

とう

擲
てき

競
技はより遠くへ投げるために、目標に向かって
日々練習に取り組んだ結果、ひとり一人が自己記
録を大きく更新した一年でした。

　雪に覆われる冬季間は、限られた時間の中で自
分と向き合い、仲間と切磋琢磨しながら練習に励
んでいます。そして、来シーズンには一人でも多
く、東北大会に出場したいと思います。日頃から
応援してくださる方々へ競技で恩返しできるよう
に頑張ります。

雄物川高等学校陸上競技部　主将　石
いし

川
かわ

 光
こう

汰
た第

82 号

横手市議会公式
Facebookページ

タイムリーに情報発信中
ページへの
お待ちしています。

いいね！

分かりにくい議会用語が
他にもございましたら、
議会事務局までお知らせ
願います。

分かりにくい
議会用語などは
こちらで

解説しています

室内練習で汗を流す雄物川高等学校 陸上競技部の皆さん

新春のお慶びを申し上げます。
　昨年も議会だよりについてのご意見・ご感想をお寄せい
ただきまして、誠にありがとうございました。
　本年も読者の皆様のお声を反映しながら、より読みやす
く、分かりやすい紙面づくりを心がけて参りますので、何
卒よろしくお願い申し上げます。　　　　 （加藤　雄太）

広報広聴委員会　広報分科会
分 科 会 長　宮川　拓也　副分科会長　林　　一輝
委　　　員　加藤　勝義　寿松木　孝
　　　　　　加藤　雄太　土田百合子

次回発行日のお知らせ 次号（No.83）の発行は令和７年５月１日の予定です。

雄物川高等学校
陸上競技部

横手かまくらＦＭで市議会情報を知ろう！
　横手市議会では、市議会の活動や取組を議員自ら
の声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！横手市議
会」を放送しています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議
員の一般質問の様子を放送するとともに、定例会最
終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知ら
せしています。ぜひお聴きください。

好評放送中

毎月第2・4月曜日 午前10時40分～
再放送：翌火曜日 午前７時30分～

横手かまくらＦＭ 77.4MHz
もっと教えて！横手市議会

市議会ホームページで
過去の放送内容をお聴
きいただけます。

前回の高校生モニター意見交換会

2/10　議会だより高校生モニター意見交換会
今後の放送予定

　「高校生議会だよりモニター」としてご協力いただいている雄物
川高等学校生徒会の皆さんとの意見交換会の模様をお送りします。
　前回（令和５年度）の開催では、高校生の目線から、「読みたく
なる記事」や「読みたくない記事」などについて鋭い指摘をたくさ
んいただきました。どんな話題が飛び出すか、乞うご期待！


